
令和７年度 新宿区立柏木小学校 学校経営方針
校長 竹村 郷

新宿区教育ビジョン３つの柱 本校の経営の重点

子ども自身が「学ぶ」をたのしむ教育活動の展開

１ 本校の教育の重点【子どもたちを生涯にわたって幸せにする】

➊子ども一人ひとりの「生きる力」をは

ぐくむ質の高い教育の実現

➋新宿のまちに学び、家庭や地域とともに

すすめる教育の実現

➌時代の変化に対応した、子どもがいきい

き学ぶ教育環境の実現

◎ よく考える子
〇 思いやりのある子
〇 体をきたえる子

○互いに認め合い、高め合いながら、「学力の
向上」「豊かな心の育成」「健康な 体づくり」
を目指す。

○徳・知・体のバランスのとれた子供を育てる
ために保護者・地域と連携を進める。

子どもが生涯にわたって発揮できる資質・能力を育む教育活
動を、以下に留意して展開します。
★自分で考え、自分で判断でき、考えを表現できる主体者
であること

★考えの異なる他者とも対話できること
★対話を通じて自分の考えや社会を良くすること

子どもが自分で考え、
自分で判断し、考えを表現

資質・能力を育てる学習の実現
○学び方を学ぶ問題解決学習
学びを創る課題解決学習を展開

〇教科担任性及びコース別学習
３年以上の国算理社体

○チーム担任制(中高学年)の充実

なぞる⇒創り出すへ
「マルシェ」＆「ライブ」

〇さまざまな生き方や考え方に触れ、
未来を展望する 「学びのマルシェ」
○地域社会をよりよくしていく事業に取り
組み、地域や社会の変革を手がける

プロジェクト「ライブ」

これからを共に創る
地域・保護者、企業、大学との連携

○企業、大学、他機関との協力事業開発
○様々な体験活動の設定
○保護者と共につくる放課後部活動の充
実
○保育園、幼稚園、子ども園、中学校、
近隣小学校との連携

一人一人が個を発揮できる
安心・安全な学校づくり
○子どもが運営する行事や実践
(遠足、朝会、集会、運動会 他)

○子どもが抱える問題を、チームで
共有し対処

○「自分の命は自分で守る」「自他を
認め大切にする」意識を高める
指導の徹底
〇成果を公開
学校公開 オープンスクール



２ 小学生ならではの「活力」と「柔軟性」をかけ合わせた展開

第１段階(知る) 第２段階(考える) 第３段階(発揮する)

子どもと地域
教員と保護者

が手がける

※月に２度程度

「知っているか」
｢できるか｣
〈教師〉
形式的でなく、次の段階以
降を意識し、本質が学びや
すくなるように工夫して、
内容を構造化して学ばせる。
〈子ども〉
「知る」「できる」をゴー
ルとせず、使えることを意
識して学ぶ。

「多面的に考える」
「多様な探究の方法や

問題に一番適切なも
のを選択する」

〈教師〉
学習する領域で時間をかけ、そ
こで重要とされる問題を解く経
験を積み重ね、子ども自身も主
体的に問題を見付けて解けると
ころまで熟達させる。
〈子ども〉

学び方や考え方 を子ども
自身が知っていて、自ら選んで
より深く学ぶ

「学んだ力を様々な
場面で発揮する」
〈教師〉
多様性を生かして、問題を解

き、新しい考えを創造
する場と機会を設定する。
〈子ども〉

「何ができるか」
「いかに問題を解決で
きるか」
を、他者と協働して考え、自
分で判断をし、その考えを表
現できる主体者となる。

世界標準の学力
知り、考え、社会の中で行動する力

教科担任＋子どもが選択するコース別学習

１ 年 ２ 年 基本はクラス担任。一部教科担任

３ 年 ４ 年 教科担任＋コース別学習

教科担任

国 語 社 会 算 数 体 育

理 科 図 工音 楽

５ 年 ６ 年 教科担任＋コース別学習

教科担任

国 語 社 会 算 数 体 育

理 科 音 楽 図 工 家 庭 英 語

柏葉(２年まで) １人１人に応じたカリキュラム。一部教科担任

柏葉(３年以上) １人１人に応じたカリキュラム。一部教科担任

また適性に応じて交流学習

主に総合的な学習の時間

地域活性起業型

プロジェクト

世界標準の学力を柏木標準に

授業の変革



「学習内容」について、「学習活動」を通して学習し、「資質・能力」
を育成する。 (学習指導要領)

☆知識の質を上げること

☆知識の質を上げる学び
方を実現すること

☆子どもの主体性(自由
な学び)を保証し、学
ぶ価値と関連すること

×「知識」→「理解」→「活用(応用)」

◎「理解」「活用」「分析」「統合」
「評価」といった活動を豊富に
含む学習(順序は重要ではない)

資質・能力の育成に対応した教育

〇自分の経験や記憶(資質・能力)
と絡めながら、学ぶ対象につい
て、「考えながら」覚える。

※経験や記憶が不足している場合は、そ
の補充も同時並行する学習を組み立て
る。

〇学んだ内容を理解し、他者に分
かりやすく伝えたり、自分の考
えをもったりする。

◎獲得した自分の考えを伝え合い、
自分の考えや集団の考えを発展
させる。

〇深まるような内容や資質・能力
を使うべき内容を設定し、能動
的な学習とする。

◎学習したことで、その子自身の
よりよい生き方につながる。

「学ぶことの必然性(それを学んだらど
うなるのか、なぜそれを学ぶ必要があ
るのか)」を見えにくくする。

覚えることが先ではない

△
問題解決→

発見へ

学習した内容から、新
たな気付きへ

〇
問題発見→

解決へ

「課題解決」「問題解決」
型学習

もっと柔軟に

「発見」も｢解決｣も
子どもたち主体で

自ら学ぶ｢自学｣の成立

討議｢聞き合い｣が中核

自分らしさの発揮

授業の刷新

知識や技能はそれを使う文脈で学ぶ



１～３年で実施

令和６年度 令和７年度

〇子どもたちが、さまざまな「生き方をする」大
人に触れる機会をつくり、自分の未来を展望す
る機会をつくる。

〇物事を柔軟かつ多様に見る視点、自己実現を図
るための考え方やエネルギーを沸き立たせる起
点を、人を通して感じたり学んだりしながら自
己の形成を助ける機会とする。

〇金曜日の午後、子どもたちの発案で、豊かさ、笑顔、パワー、収益をめざす
会社活動が始動(３年生以上)

〇子どもたち、参観者、協力者、関心をもってくださる様々な業界から反響多
数の未来創生プロジェクト

会 社 を
つくっちゃえ!

新宿駅・柏木地区再開発プロジェクト

柏木野菜の森プロジェクト

広告代理店プロジェクト

マスコミプロジェクト

エンタメプロジェクト

アートプロジェクト

はくよーちゅーぶ

ライブとは、縦割りのみんなで、意見を出
し合い、プランを練り合い、かたちにしてい
くプロジェクトです。 (子どもたちの感想

柏木小発ラ




